
 

 

文化芸術推進基本計画に盛り込むべき評価指標（案） 

 

 

国語分野 

 

① 「あなたは，日常の言葉遣いや話し方，あるいは文章の書き方など，国語に

ついてどの程度関心がありますか。」という質問に対し，「関心がある(計)」

と回答した者の割合(常に７５％以上となることを目標) 

 

② 「毎日使っている日本語を大切にしているか」という質問に対し，「大切にし

ている（計）」と回答した者の割合（常に７５％以上となることを目標） 

 

【考え方】 

国語の改善・普及のための施策が社会に与えている効果を測定するため，国民

の国語に対する関心の度合い及び日本語を大切にしている度合いを指標とする。 

【参考データ】 

平成１８年度 国語に関する世論調査：関心があると回答した割合：７７．４％ 

平成２２年度 国語に関する世論調査：関心があると回答した割合：８１．１％ 

 

平成１３年度 国語に関する世論調査：大切にしていると回答した割合：６９．１％ 

平成２０年度 国語に関する世論調査：大切にしていると回答した割合：７６．７％ 

平成２７年度 国語に関する世論調査：大切にしていると回答した割合：７８．５％ 
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日本語教育分野 

 

① 在留外国人数に占める日本語学習者数が１０％を超えるようにする。その際,

日本語学習者数の増加率が，在留外国人数の増加率を上回るよう留意する。 

 

【考え方】 

 外国人に対する日本語教育施策の効果を測定するため，日本語学習環境が改

善されていれば，在留外国人に占める日本語学習者の割合が増加するはずであ

るという考え方に立ち，その割合が１０％を超えることを指標とする。その際、

日本語学習者数の増加率が在留外国人数の増加率を上回るよう留意する。 

【参考データ】 

平成２６年末 在留外国人数：２，１２１，８３１人    

平成２７年末 在留外国人数：２，２３２，１８９人    

平成２８年末 在留外国人数：２，３８２，８２２人    

〈日本語学習者数の割合〉 

平成２６年１１月 日本語学習者数：１７４，３５９人       ８．２％ 

平成２７年１１月 日本語学習者数：１９１，７５３人       ８．６％ 

平成２８年１１月 日本語学習者数：２１７，８８１人       ９．１％ 

〈在留外国人数の増加率〉         〈日本語学習者数の増加率〉 

２６年度→２７年度：＋５．２％       ２５年度→２６年度：＋１１．２％ 

２７年度→２８年度：＋６．７％       ２７年度→２８年度：＋１３．６％ 

 

 

② 日本語教師養成・研修講座の受講者数が，過去２年間の平均を上回るように

する。 

 

【考え方】 

 教育の質の向上のためには，まず教師の資質向上が必要で有り，また，教育環

境を整備する上で，十分な数の教師が供給されることが必要であることから，日

本語教師に関する施策の効果を測定するため，日本語教師養成・研修講座の受講

者数を指標とする。 

【参考データ】 

平成２７年１１月 日本語教師養成・研修講座の受講者数：２６，２４１人 

平成２８年１１月 日本語教師養成・研修講座の受講者数：２９，２６７人 

過去２年間の平均：２７，７５４人 


